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研究の目的 

コンクリートの塩害劣化を調査する場合，コア抜きによる試料採取後，塩化物イオン量の測定を行うのが一般的

である．しかし，破壊検査であることや，分析には多大な時間と費用を要することから，調査箇所は決して多くは

できない．このような背景から，近赤外線による非破壊のコンクリート劣化調査が注目されている．本研究では，

コンクリート表面の塩化物イオン量を近赤外線分光分析を利用して推定することで，点検業務の効率化，信頼性の

向上を目的としている． 

 

技術の説明 

 写真-１に示すような近赤外線分光分析装置を開発し，コンクリート表面へ照射した光の反射光を分光分析装置

を用いて取得し，主成分分析により実測した塩化物イオン量との主成分分析を行い，推定方法を確立した．また，

図-1 および図-２に示すように，実現場においてコンクリート表面の塩化物イオン量を測定し，マッピングするこ

とで，構造物表面の塩化物イオン量の分布を示すことが可能であることを実証した．  

 

主な結論 

・ 実用可能な近赤外線分光分析装置を開発し，コンクリート表面の塩化物イオン量の推定手法を確立した．  

・ 条件の異なる 2 現場にて現場測定を実施し，塩化物イオン量の推定を行った．得られた推定塩化物イオン量と

室内試験塩化物イオン量を比較し，現場測定における適用性を検証した． 
・ その結果，実現場で適用可能な近赤外線を用いた非破壊の塩化物イオン量の測定技術を開発できた．  
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写真-1 近赤外線分光分析装置  図-１ 桟橋構造物における分析結果  図-２ 電力構造物における分析結果  
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